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賢明な消費者に

支えられた農業へ

名古屋肥飼料検査所長

藤沼主主亮仁ヰ

禍を転じて福となす，としづ言葉があります

が，昨秋の石油ショック以後，肥ilSl.がおかれた状

態は，農家の人達に肥料の重要性を認識させた点

でプラスの効果もありました。食糧問題，その基

本資材としての肥料の意義について，一般の人の

理解もいくらか深まったように思います。

あの「危機」の中で，肥料も他の資材と同様に

重大な影響を受けたわけですが，いくつかの資材

を比較した場合，価格や需給の混乱の中で，肥料

は相対的に安定していた資材だったといえます。

ものにより条件が違いますが，あの激動の中に

あって肥料は，ともかく大きな混乱なしに供給者

の責任が果たされたといえます。私はそこに，肥

料と¥¥う資材の長い歴史，業界の伝統とでもいう

べ:交ものを感じました。

肥料の流れが一応の秩序を保ちえたのは，生産

者の努力，役所や団体の適切有対府こよるもので

あったのは勿論(もちろん〉です五三!いとれまでの

「歴史」の支えがあったことを見逃すことはでき

ないと思います。

わが国の化学肥料は90年にも及ぶ歴史をもち，

わが国の化学工業の歴史を作ってきました。

我田引水を許して頂けば，明治32年の肥料取締

法制定とその後の取締態勢は，肥料の品質に対す

る信頼を確保してきましたし，価格安定法などの

法律を含めた行政の関与も，わが国の肥料の歴史

を作る上で役割をはたしてきました。

現在わが国の肥料をめぐる社会は，一朝にして

でき上らない「歴史J の重みを背景にしています

戦後25年，伸びの一途をたどって来たわが国の

肥料消費は，昭和45年からの米の生産調整で初め

て壁にぶつかり，今回の石油問題でその根底がお

びやかされたわけですが，情勢の変化で，従来と

は違った視点からの対応、を強L、られているといえ

と 科 尚子 昭和49年8月 1日

そうです。肥料の新し¥¥歴史，生産・流通・消費

の各面で新しい秩序が求められている，といえる

かも知れません。

消費者へは，肥料の有効利用対策が求められて

v、ます。こ'>10年の流行だった「省力化」に代っ

て， r省資源」という新しい言葉が使われるよう

になりました。農家のおかれている現状からいえ

ば， I省資源」は「省力化」より実現困難かも知

れませんが，施肥指導，肥料の消費指導というこ

とが最大の課題になると思います。

肥料の効率的使用としづ命題は，資源の乏しし、

日本では昔から施肥法の基礎におかれてきたもの

ですから原則は既に検討ずみだといえます。

肥料の生産者側で、も多くの対応策が出されてい

ます。複合肥料の銘柄整理，交錯輸送の排除，流

通合理化，等々。これらの対策の重要性は，どれ

も従来から強く指摘されながら出来なかった課題

です。

その点で，石油危機以来の事態は，これら重要

だといわれながら，実現困難だった合理化を推進

する千載一遇のチャンスでしょう。

「国家の安全確保のためJ，と食糧自給率の向

上が強調されています。今年の農業白書では，農

産物の総合自給率を73%としていますが，飼料を

輸入して国内で生産している鶏卵や牛乳，豚肉な

どについて，飼料の輸入を計算に入れたオリジナ

ルカロリーでは，自給率53%であると認めている。

国民の半分が外国に依存して生きているわけです

自給率が低下したのは，麦や大豆を作らなくな

ったからだ， と受取っている人が多いようです。

しかし，戦前の状態に作付を戻したら自給率は

向上し，輸入せずにすむようになるのでしょう

か。数字を調べてみれば，そう簡単にいかない絶

望的状況がよく判ります。

昭和10年頃，小麦は 130万 t，大豆は30万 tば

かり生産され，小麦は自給率 110%，大豆は満州、|

からの輸入を加えて90万 tの消費。昭和45年，小

麦も大豆も生産は激減しましたが，消費は小麦

500万 t，大豆340万 tと激増し，自給率は数%0
v現在，戦前の規模に園内生産を戻したとして

も，国内需要の数分のーを補うだけで，自給率の

大巾な上昇など望めません。

経済は成長し，生活水準は大巾に向上し，その
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第三種郵便物認可 (3) 学

結果，一人当りの食慢消費量が大巾にふえたこと 経済水域 200海里論などが出てきて，わが国古

が，この自給率の低下をt郎、た大きな原因なので 来の蛋白源であるか、も不自由になりそうです。こ

す。特に肉食の増加はその 5"-'10倍量の穀物の消 J の魚の食べ方も，背にくらべて今の人は下手だと

費に相当するといわれます。

圏内の穀物生産を少しくらいふやしても，食糧

自給率の向上が望めないとすれば，自給率向上の

残る手段は，国内の消費量を減らして，自給率計

算の分母を小さくすることです。

消費者の際限ない欲望を抑えて，消費を少なく

することに期待をかけざるをえません。日本が外

国から買える穀物の量は，今後どんどん減って，

金を出しても買えなくなるおそれがあり，石油の

値上りで外貨がなくなれば，買うことも出来ませ

ん。強力な消費指導が必要なゆえんです。

自給率の計算にはもう一つ，おかしなことがあ

ります。

原料を輸入していれば，製品を国産したとして

も自給したとはいえなしり とし 1うオリジナノレカロ

リーの考え方については先に述べましたが，ほと

んどすべての原料を外国に依在して作られた肥料

が，わが国の作物生産に大きい役割を果たしてい

る現実は，どう考えたらよいのでしょうか。

オリジナルカロリーの考えに準じて，作物生産

に必要なエネルギーの外国依存度を計算し，オリ

ジナルエネルギーとでもいう考え方に立ったら，

わが国の食糧自給率は， 40%の確保も危なくなる

に違いありません。

もしその程度の自給率で人口を養うとしたら，

ぜいたくな現代日本人では，江戸時代末期の人口

3，500万人の扶養も難し¥¥でしょフロ

世界各国が食*fit増産に努力する状態の中で，穀

物の輸入は困難だが，穀物生産に必要な石井IIや燐

鉱石など，肥料の原料は安定して輸入できる，と

¥ ¥う保証はありません。この点でも食糧自給率の

向上には困難が伴ないます。世界の資源の長つづ、

きと，わが国の外貨の長つ泣き，そして世界の平

和を祈らねばならないゆえんです。

ある雑誌の座談会で，畜産製品の自給問題に関

連して，わが国での肉の食べ方が論じられていま

したq 日本の主婦は肉の値段が高いと騒ぐけど，

骨っき肉を上手に料理して食べようとせず，精肉

ばかり欲しがる，日本の消費者は怠惰である，と

しづ点で，出席者の意見が一致していました。

いわれますが，肉の場合と同じように， r消費者

の怠惰」が一般化しているのでしょうか。

野菜や果実の外観が「品質」の名のもとに重視

されるようになったのは，もう 10年来のことです

が，これも，消費者の怠惰に便乗した流通業者の

課略であった，といえるかも知れません。このよ

うなことからも，消費指導の重要性が痛感される

のです。

肥料の「効率的利用」については，良いとわか

っていることができない場合も多いと思います。

地力の問題にしても，高度の土壌管理技術を伴な

わない限り，多収穫への道は地力低下への道につ

ながります。

しかし，やるべきことがわかっていて，しかも

実行できないような状態にあるとすれば，その状

態が問題で，食糧生産業としての農業を，みんな

が正しく認めることが先決でしょう。

戦後の，わが国の食糧難時代を知らない人達が

ふえています。農村へ買出しに行った経験のある

人達は，あの頃の都会人の悲しさを，歴史的体験

とし，遺産としして若い世代に伝える責任があり

ます。いつの時代にも農村には食糧問題などはな

く，食糧不足に泣くのは常に農業外の人達である

ことを，都会人は認識すべきだからです。そこか

ら農業の正しい評価は生れるに違いありません。

農村の人々も含めた，賢明な消費者に支えられ

て，はじめて農業の発展があると考えるのです。
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世界の気候変動と農作物の生産(その2)

~海外現地調査結果の総括~

(4) 東南アジア，オーストラリア

ア.フィリッピンの米の生産は， 1960年代にお

いては，ほぼ安定的な増大傾向を示し， 1969年，

70年には急成長を示したが， 1971年， 72年は干ば

つ，台風等の被害があって減産している。生産の

増大は主として，ヘクタール当り収量が着実に向

上したことにあり，とくに1969年， 70年 の収 量

が， 1968年の 1，300kgjha台からし700kg/ha台に

急増した ζ とは，新品種導入の成果で、あり，いわ

ゆるグリーン・レボリュ→ショ、ンとして注目され

。
た Jみみ

" ←  九、

しかし1971年， 1972年のヘクタール当り収量は

低下し，現地では新品種がその能力を十分日発現

するためには，かんがい施設の整備や，肥料の増

投が必要であるとしており，今後における h クタ

ール当りI収量は， 1968'>' 69年に見られた急、激な上

昇を続けることはむずかしいιみられる。

』ヘクタ~)レ当り収量の年次変動はJ フィリッピ

ン全体で、はあまり大きく現われていない。ミれは

地域によって豊凶が反対の動きを

J二の減収をもたらすとされている。また台風の被

害も作況に大きな影響を与える。

イ.インドネシアの米の生産量は1960年代を通

じて急速に増大じ， 1971年の生産量は， 1960年初

期の約1.5倍になっている。この生産増は作付面

積の拡大と; 1960年代の後半からの急、速なヘクタ

ール当りの収量の向上によるもので，とくに，か

んがい田の収量増加が大きな要|去|であるとされて

おり，かんがい地への新品種への導入が大きな成

果をあげたものとみられる。米の収量変動は国全

体としては，あまり大きくないようであるが，地

域的には，雨季と jJiZ:季の開始期の早晩よりかなり

の影響を受けているところもある。

ウ.タイの米の生産は1960年以降急速じ増大し

ており， 1971年の生産は， 1960年代の初期の約

1.5倍となっている。 この主な原因は， かんがい

施設の整備等に伴うヘクター jレ当りの収量の向上

によるものであり，全国平均の収量はほぼr-14.じ

て増加する傾向にある。

示していることによるためであ

り，地域別にみれば，それぞれの

地域でかなりの変動がみられる。

第 7表



品不農
A且，

寸業 と 第三種郵便物認可 (5) 昭和49年 8月 1日
一千---~--------一 一一一一一一一 一 一一一ーーーーー----ームーー一 一 司~-~---ーマ守一一一 一ー♂一、一ー一一一-"'""'!""'":""I';一 一ー一 一-.，.--r_....一 一---.-ー一九一 っ-;::- 7--:-- -.-.一 ， 今 、 一

が，その後新品種の導入により一貫した上昇を示

しており，グリーン・レボリューションの成功例

のーっとなっている。これは北西インドにおける

技術水準の高い大農場地帯に新品種が導入された

ためである。

ォ i ーストラ Jリシビ\:j:;'~ナる小麦，大麦，えん

麦はヘクタール当り収量が著しい年次変動を繰り

かえしているうえに，作付面積も価格条件の変化

に伴って増減Lているために，生産は安定してい

ない。特，(こ小麦の作付は綿羊のための放牧草地と

競合関係にあるため変動が大きい。

麦類のヘクタール当り収量は，全般に低位不安

定に挽移しており，過去10年間の収量の平均変動

rlJは小麦190旬/ha，大麦163kg/ha，えん麦238kgメ

ha， 変動係数は約 15"""'18銘と非常に大きくなっ

全国平均の作況は比較的安定しており， 1960年

以降72年まで，作況指数はほとんど95""'"105の間

にある。しかし，かんがい地区が安定高収量を続

けているのに対し，メナム川流域のフローティ ν
グライス地帯で、は水害，北東部の無かんがい地帯

では干ばつの被害をうけている。

干ばつの被害をひき起す気象要因は，主にモン

スーンの開始期のおくれによる作付遅延であり，

水害はメナム川流域の大雨が，下流で氾慌をひき

起すものである。

なお，タイのとうもろこし生産は，作付面積の

拡大によって急、迷に増大しているが，ヘクタール

当り収量は，生産性の低¥¥地域への作付拡大が進

むために，全体として低位不安定に推移してい

る。

エ. インドにおける米，小麦， とうもろこしの

生産量は， 19601:j三代治、ら70年代にかけて増加傾向

にあるが，小麦が一貫して増加傾向にあるのに対

し，米と，とうもろこしの生産量はかなりの変動

を示している。こうりゃんの生産はかなりの年次

変動を繰りかえしつつ停滞している。

米の生産の増大は主としてヘクタール当り収量

の増大によるものであり，小麦と，とうもろこし

については，収量の向上とともに，作付面積の拡

大も生産の増大に市t与している。

米のヘクタール当り収量は， 1960年代を通じて

徐々に向上してきたが，その:tfH移は安定的なもの

ではなく， 1965年， 66年には，全国的な干ばつに

よって，作況指数が85前後に低下する減収を経験

している。

水田の多く lが火水田であるため，

米の収量は降雨量に左右され，とく

に南西モンスーンの始期のおくれ

は，作況に大きな彫響を与えるとと

もに，極端な場合には作付不能地が

増加し，生産量の大巾な減少をまね

しこのことは，反作物全体に云え

ている。

オーストラリアは全般に降雨量が少ないうえ

に，降雨量の年次差および，月別降雨分布の変化

が大きいために，作物の水環境は非常に厳しくな

っており，これが収量の安定的向上を阻害する大

きな原因となっている。

麦地帯は通常年で、あれば，比較的恵まれた降雨

があるが， 10年に 2....._， 3回は降雨が極度に少なく

なる年があり，この場合は 3麦とも大きな干ばつ

被害をうける。近年においても 1965年， 67年， 72 

年には，作況指数が70"""'90に落ち込む干ばつ年と

なっている。 (この項続く。〉

第10表 インドにおける主要穀物のヘクタール当り収量指標

必要て 収量水準 過去10年間の 過去10年聞の
変動係数

参考 (1971年)
(1971年)収量の上昇度 平均変動巾 収穫面積生産量

トン/ha 倍 kg/ha % 
3万，8h8a0 

万トン
米 1.7 1.1 110 7.1 6，650 

麦 1.3 1.5- 39 3.4 1，789 2，325 
とうもろこし 1.2 1.2 93 9.0 584 700 
こうりゃん 0.5 1.0 39 -7.7 1，750 825 

ることであり， とう tもろこし，こう 第11表 オーストラリアにおける主要穀物のヘクタール当リ収量指標

りゃんを合むインドの夏作物生産に

大きな変動をもたらす元凶となって ゐ更 収量水準 過去10年聞の 過去10年聞の
変動係数

参考(1971年) I 
(1971年)収量の上昇度 平均変動巾 収穫面積 I 生産量

Iトン/ha kg/ha % 万ha 万トン
麦 1.2 1.0 190 16.1 708 838 

大 麦 1.0 1.0 163 14.5 267 272 
えん麦 1.4 1.1 238 17.8 167 ‘2-37 

¥ ¥る。

小麦のヘクターノレ当り収量は，

1960年代の中頃まで停滞していた
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野菜の価格補てん

制度改正について

農林省食品流通局野菜計画課

大 竹勝

野菜の安定的な供給を確保し，価格安定を図る

ため，野菜の生産・流通の合理化を推進するとと

もに，需要に見合った計画的・安定的な生産出荷

を図ることが基本であるので，農林省では，ま

ず，作付の減少を避けるため全国に 796カ所の野

菜指定産地を設け，作付面積の変動をある程度お

さえるとともに，大衆的な露地野菜はなんなとい

っても天候に左右される変動が大きいので，これ

を防止するため濯瓶施設の整備等を行っている。

換言すれば，野菜生産農家の而.生産意欲を

阻害しないようにする制度を，設ける必要が

あるわげである。この制度の機能は，野菜の

価格変動の影響を緩和することによって，野

菜農業の安定的発展を図りながら，国民経済

の発展に寄与することである。それは，

① 野菜価格の変動による生産者の所得

が，極端に変動するのを避け，

① 野菜生産者に不利な交易条件を是正

し，野菜による所得を妥当な水準に維持し，

野菜生産者に合理的な生活水準がえられるよ

うにし，

③ 野菜の価格水準を安定させ，生産者の

所得安定，消費者の生活安定に資するととも

に，消費者の負担しうる限度で，野菜の消費

がおこなわれるような価格水準に維持する。

④ 需給不均衡によって，供給の不足や供

給過剰を起さないように，野菜の生産を需給

事情，生産条件およびその他の経済事情に)11日

応して，消費者の有効詰要に応じた生産がで

きるようにするとともに，

①消費者の需要の変化に生産を適応さ

せ，生産構成を需要に応じて変化させなが

ら，生産の拡大を図ること，

① 計画的な生産出荷を行い，生産要素の

適正配分を可能ならしめることによって，生

A且，

ナ

産出荷の合理化を促進すること。

を目的とするものである。

野菜価格の変動の不安定性は，生産が自然的な

植物的諸条件により制約を受けていることと，野

菜の商品特性である貯蔵性に乏しく鮮度が重要

で，他の商品とは異った性格をもっていて，経済

的条件が変動することがあるということである。

これらを克服するための施策がとられ，生産者

団体の自主的な組織により，計画的・安定的な生

産出荷の確保を通じて，短期的・地域的な需給の

不均衡を是正し，生産者団体による生産出荷調整

機能を高め，価格の安定を図るとともに，大消費

地域における生産・出荷調整に係る野菜の市場価

格が著しく低落した場合に，その差額の一部を，

予じめ積立てられた資金をもって，生産者に生産

者補給金を交付する制度-これが「野菜価格補て

1. 野菜価格補てん制度の仕組み

、、目』，，
T
i
 

r'a
，、、 )
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T
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(
 秋冬期 その他の

重要野菜 野菜
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2. íli坊の月平均価絡が、保証t&ilíj~員を下 IITI った場合に布Iìてんを行う σ

ん制度」である。(図 1参照〉

石油ショックに便乗して高騰した諸物価は，ま

さに狂乱状態で進行したため，生産資材や出荷輸

送の運賃の値上り等が農業生産に大きく影響し

て，計画的・安定的な生産・出荷が制約を受ける

ことが懸念されるので今回，野菜価格制度におけ
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物価修正の項目

~I_:_産費および出荷
農村物1il1i指数主壬資のわ，VJ成項目

肥料費 H巴 キト

薬剤費 農 薬

光熱動力資 霊 iIlJ 
l主l芸施設費 建築資材

差是 具 J資主 農具

包装荷材料費 言附料およ州l工原料 | 
出荷運送~'f 輸送費

る保証基準額を改訂するはこびとなった。すなわ

ち，

従来，すう勢値価格によって保証基準額を算定

することは，需給実勢に基ずいて野菜の価格を安

定させようとするものであって，生産・出荷のコ

ストは長期的には，需給実勢価格に反映されると

し、う考え方に立つものである。

(_ • ¥1 I 1 1-1 0¥ ) 
p = Poイ1+μ ド 10~V) J 

Pは保証基準額算定の基礎とする野菜

の市場価格，

P 。は昭和36年度から47年度までの当

該野菜の市場価格から 3カ年移動平均値

を求め，一次回帰式による49年度すう勢

49.06 値価格。

1証基iiJH Gは，野菜の別表の各構成項目が，生

44.00 産・出荷経費(生産費に包装荷造材料費およ

、釧在価格 び出荷運送費を加算する。〉に占める割合。

1 1 は，野菜を生産・出荷するに要す

る項目の，昭和48年11月から昭和49年 1

月の平均の農村物価指数 (3月の石油の上

昇分を加味〉

1 0 は，野菜を生産するに要する項目

の，昭和49年度のすう勢的な農村物価指

数

また，施設野菜と露地野菜の構成項目

年皮を区分し，施設ものは肥料，薬剤，光熱

動力，園芸施設，農具，包装荷造材料および出荷

運送とするが，露地ものは，施設ものにある光熱

動力および園芸施設が除かれる。

おわりに，零細な野菜生産者が個々まちまちに

対処しないで，農業協同組合等生産者を結集して

この難局に対処し，共同出荷を計画的に行うとと

もに，共同販売および共同購入を進めると同時

に，生産・流通の合理化のための制度を活用して

コストを下げ，収益性を向上させることが当面の

課題であろう。

京浜地域キャベツの(1月10日-3月31日〉図式2. 
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今回の異常な物価上昇に伴う保証基準額の改訂

は，最近の異常な物価上昇に伴う生産資材費・出

荷経費および運賃の上昇が，需給実勢に反映する

までには相当の時間差があるので，生産意欲の低

下につながらないよう措置しようとするものであ

る。

と，同時に，保証基準額の算定を，コスト主義

に転換しようとするものではなく，従来の需給実

勢主義をとりつつ，物価修正等を行うものであ

る。このような生産・出荷費用の増嵩が，需給実

勢に反映されるまでの間の，緊急的な措置である

とLづ考え方に立って，次により修正した。

46 45 44 43 42 41 40 39 38 37 36 
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ブドウの

ハウス栽培と管理

山梨県果樹専門技術員

原 忠雄

最近全国的にブドウが新植され，それにつれて

ハウ ス栽培が各地で行われるようになってきてい

る。せまい経営面積のなかで高収益をあげるた

め，施設栽培の方向もやむを得ないと思うが，ハ

ウス栽培は気温の{島、時期に自然に逆からっての

栽培だけに多くの障害もあり，諸材料の高騰によ

り多大の経費を要するので，収益をあげるために

は，高度の技術と栽培管理の急所を心得ておかね

ばならな~ ¥0 

1. 被覆前後の管理

ブドウの自発休眠は 1月下旬には破れるので，

その後は温度さえ加えれば容易に発芽してくる。

それ以前に被覆する場合には，石灰窒素20倍浸出

液を散布して休眠を打破する必要がある。

被覆が終ったら直ちに充分にかん水して，土壌

を充分に温めらせておく。被覆されたハウス内は

高温となる一方，樹液の流動がまだ開始されてい

ないので，枝が乾いて芽が死んでしまうことが多

L、。樹液流動開始のためにも，土壌水分を多えし

ておくことが必要である。日中高温となりハウス

内が乾燥するようであれば，更にかん水や，場合

温度を平均させるためにダフトを何本もとる

と
叶
》
1

4
4
必川
1 学 昭和49年 8月 1日

によっては枝にも散水するがよい。

2. 温度管理

ハウス栽培では，温度管理が，成功するかどう

かの重要なポイントである。生育を促進させるた

めには，ある程度の温度が必要であるが，高温は

かえって校の徒長や花振いの原因となり，ハウス

栽培を失敗させるもととなる。ブドウの発育ステ

ーージに応じた適温があり，それを遵守することが

大切である。

被覆から崩芽まで 一一加温開始は，普通被覆後

5--6日して樹液流動がみられたら開始する。蔚

芽までの温度については， 80Cくらいから順に温

度をあげていく方法と，最初から 200C近くにあ

げる方法がある。後者は蔚芽までの日数も短かく

蔚芽も斉一になる。ただしこの場合は，枝が充実

して樹勢が良好であることが必要で，樹勢衰弱や

若木で枝が徒長気味の園では，低~ ¥温度から順に

あげて~ ¥く方法が無難である。

崩芽後から開花まで一 腕芽後の温度管理はハ

ウス栽培を左右する重要な管理である。ブドウの

花菅の発達は，腕芽後新梢の伸長とともに行なわ

れ，温度が高いと新梢が徒長的に伸び，花奮の発

達は不良となるため，花ぶるいの原因となる。し

たがって，萌芽まで 200 C近 くまであげていた夜

間温度は， 13--150 C程度まで下げねばならなV 。

花蓄の充実をはかるために，本葉 3枚くらいの

頃 3--5日くらい更に温度を下げて， 50Cくらい

に維持することさえ行われている。また日中の温

度は 300C以上にならないように，晴天の日には

換気に注意しなければならない。

ジベレリン処理 ・開花期一一デラウ

ェアではジベレリン処理をするが，ジ

ベ処理の効果を高めるため，温度を低

めに経過させることが必要である。ジ

ベ処理から開花が終るまでは夜温を更

に下げて 100 C程度に保ち，ジベ処理

期間中はジへ レリンが組織中によく浸

透するように，ハウス内をやや多温に

しておくがよ¥¥。この時期の高温は花

ぶるいの原因となる。

一方，巨峰やネオマスカットなど結

実に受精を必要とする品種では，開花
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期間中は夜間保温につとめ， 15"-'200 Cに保つこ

とが大切である。

開花後一一一落花後実止りが確実になれば，収穫

までは夜間温度も 18---200C程度，日中の温度は

蔚芽後ずっと250Cくらいを目標に， 300Cを決し

て越えないよう注意しながら温度管理を行う。

夜温については，暖房器による加温であるか

ら，必要以上高くすることはあまりないが， 日中

は晴天であれば，容易に400Cくらいになってしま

う。高温は校の徒長を促し，いたずらに棚を暗く

するばかりで，かえって熟期遅延や品質低下の原

因となる。温度管理の基準を示すと第 1表のとお

りである。

第 1表温度管理の基準

~ 被 覆 後 第 1週目 第 2週目 蔚第 3週から
芽まで

月中
15-20.C 20-25.C 20-25.C 20-25.C 

温度

夜間 8 -13.C 13-18.C lS-20.C 
温度

湿 度 80% 

かん水 40-5Om皿 15mm 

イ積
0第 1週白から液温を 18-20・Cで経過させる方法も

ある。但し樹勢不良樹には不適。

0へウス内の温度分布を均一にする。

考

ハウス栽培では低温は零度以下にならなければ

障害はおきないが，、ハウス栽培の失敗の多くは高

温による障害によるものであるといっても過言で

はない。

3. かん水

ハウス栽培では降雨を遮断するので，かん水に

よって土壌水分を補給する必要がある。とくに被

覆直後は高温乾燥によって校が乾き，芽が枯死す

ることがあるので，あらかじめ多量のかん水をし

てハウスを多湿にしておくことが必要である。

しかし蔚芽後の多湿は校の徒長や灰色カビ病な

どの多発の原因となるので，かん水はひかえ目に

しなけれはならない。

ハウス内が日中高温となり葉が萎れるためかん

水をし，多混として病害を発生させている闘が多

いが，基本的には深耕，有機物の投入によって細

根の発達を促し，それによって吸水能ガを高め，

かん水に頼らなくても樹が水分不足にならないよ

うにするのが大切である。

一方，土壌水分が多いと養水分の吸収を旺盛に

し，樹を繁茂させるので，土壌水分は多すぎない

ように，しかも，樹の水分不足のないように，温

度管理と合わせて土壌水分保持を考えることであ

る。

4. 新梢管理と収量調節

ハウス栽培も 3， 4年と続けると，新梢の生育

が不揃いとなってくるので，芽かきによって発育

を揃える必要がある。

また枝が繁茂して棚が暗くなるようであれば，

摘心や副柏、の除去などによって明るく保つことも

必要である。ただ芽がきや，摘心の度合を強くし

新芽後
ジベ処理から

開花結実後 呆ヰ又粒肥大から
開花まで 穫まで

20-25.C 25-2S.C 25-2S.C 25-2S.C 

13-15.C 8 -10.C 13-15.C lS-20.C 

50% 50-60% 50% 50% 

10-15mm 10-20mm 
1回10-20mm程度を土壌の乾

燥に応じてかん水する

0腐芽後は液温は低めに経過 0 日中は高温となりやすいの

させる。 で換気に注意。

0デラウエア以外では開花期 0蔚芽後はハウス内の湿度を
の温度15-20.Cくらいに上 下げるように注意する。

lずるカずよい。

なければならないようだと，整校，男定に問題が

あるわけで，特に密植になっている場合が多いの

で，間伐を何より先行させねばならない。

ハウス栽培では第 2表のように，露地に比して

同化能力が劣るので，収量もそれだけく少くみな

第 2表 ビニール室内と露地の見かけの

同化量(大阪農技センター〉

同化量(gr/m'6a.m.-4p.m.) 

4.18( 63%) 

6.66(100%) 

ければならず，だいたい露地の8096を目標に収量

制限すればよ¥¥ 0 しかし収益を増すためには，で

きるだけ収量を多くする必要があり，そのために

は，土作りによる樹勢の維持につとめることが，

ハウス栽培においても重要であることを，最後に

強調しておきたい。
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200年の伝統を誇る

伊木力〈長崎県〉みかん

長崎県多良見町農協生産販売課長

山口弥三

日本農業の成長作物として増植されたみかん

も，昭和47年には 350万トンを突破し，近い将来

400万トンに達することは明かである。

C反面，みかんの価格は，生産費を割る産地も出

るほど暴落し，みかん生産者は， 日本農政の無計

画的な指導に憤りをおぼえるとともに，その将来

に大きな不安をいだいている。

このような情勢下にあって，各みかん産地では

自らも反省し，産地問競争に勝ちぬくよう最大の

努力がはらわれている。伊木力みかんもその例に

もれず，先祖から受けついできた 200年の歴史と

伝統を守るとともに，伊木力みかんの銘柄確立の

ために，生産対策はもちろん，販売戦略等に努力

している。以下，伊木力みかんの概要について述

べる。

1. 立地条件に恵まれている

みかんの生産iこ，立地条件が関係することは¥¥ 

うまでもない。伊木力は大村湾に面し，年平均

16，150 Cの暖かい気温と，安山岩を母材とする肥

もちのよい土壌， 日照のよい適度な傾斜地等， う

まL、みかんができるための立地条件に恵れてい

る。

2. 伊木力系統に統一されている

品質を揃えるために，系統を統一することは大

切なことである。伊木力の先人たちは，優良系統

への淘次に特に努力し，遂にこの土地に合った伊

木力系を確立した。これは， 日本の温州、|みかんの

系統の基礎をつくったといわれている。

早生温州、|は宮川系(最近，興津早生が増加している〉

であるが，普通温州は伊木力系に統一されて，今

なお，たえず優良系統への淘汰が行なわれてい

る。

3. 成園率が高い

歴史が古いから成園率が高い。幼木，若木のみ

かんより，成園のみかんのほうが，味がよいのが

と 科 学 昭和49年8月1日

2皆iiである。

大体，出荷されるみかんの約 8割は成園のみか

んである。

4. みかん作りとしての根性

伊木方の立地条件は，みかん以外の作物では生

活の根拠とはなり得ない。現況もみかん以外は，

自家用程度の米を除いては，何もない。したがっ

て，農協も 999ぢみかんで成立っている。 500戸の

生産者は， 1， 500トン， 13億円のみかんに生活を

かけ，産地問競争に勝ちぬく信念をもっている。

5. 生産技術水準が高い

生産技術も経験が古いことと，専業経営が多い

ので，技術水準も高い。現在では柑橘同志会を中

心に，部落ごとに毎月定例研究会を聞き，技術員

の指導によって研修lこ努めている。更に婦人部や

後継者の青年部をも柑橘同志会に設け，活発な活

動を展開している。

6. 地帯別区分出荷による品質の統一

海岸線と山間部とでは，みかんの味がのる時期

がちがう。海岸線は酸の減少が早く， 2月頃にな

れば味が淡白になる。

山間部では 1月末頃までは酸が強く， 2，..._， 3月

にかけてうまくなる。

このようなことから，農協の出荷計画も地帯別

区分出荷によって，みかんの味の統ーをはかり，

市場性を高めることに努めている。

7. 販売の戦略と消費宣伝

うまい， きれいなみかんを作ることが先決であ

るが，上手に売ることも欠かすことのできない条

件である。

伊木力みかんは，好まれる市場を選定し，荷受

機関をできるだけ制限している。市場を選定し，

その市場の需要量に対して計画的に連続出荷を行

い，市場性を高めることに努力している。

5大市場には少くとも 1億円以上のみかんを送

る必要があり，現在東京 3社，大阪 1社で約 8億

円以上，約85%出荷している。

次に，市場や消費者の動向を知るために，絶え

ず連絡をとり，市場側の批判や要求をこころよく

受け，改善を要する点は速かに改善している。

消費宣伝は少ない経費で最大の効果を狙うよう

努め，過当な消費宣伝はつつしんでいる。
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次に，伊木力みかんの技術的な問題点の1， 2 

をあげる。

1. 肥料の問題

みかんの肥料については肥料の種類，施用量，

施月j時期等，品質に関係することは多いが，未だ

不明の点が多い。

伊木力では，過去に肥料過多で失敗し，危機を

招~ ¥た時期がある。

昭和34年窒素成分で、反当70'-"SOkg程度施され，

肥料の種類も硫安，過石，硫安等の酸根の高いも

のが主として使用され，みかんの根の発育がわる

昭和49年みかん施肥基準
みかん施肥基準成木10a当り 4 t収量図

じトミf N P K 

比率 量 比率 量 比率 量

春肥 4月上・中旬 60% 13kg 60% 12kg 60% 10kg 

秋肥収穫前より 40 9 40 8 40 8 

夏 sE 

100 22 100 20 100 18 

山崎粕49年春肥農協配皆肥料設計〆

と 科 学 第三種郵便物認可 (11) 

このような危機に直面したので施肥改善，土壌

改良に全力が注がれ，石灰類の大量施)目，敷草，

敷わら等の有機物の補給，施肥量と肥料の種類の

改善等が速かに行われたので昭和3Q年には完全に

回復した。このことから，昭和36年以来，肥料は

従来の酸性肥料から中性の加燐硝安を原料にした

配合肥料にかえ，現在の燐硝安加里まで引続き使

用している。

現在の施肥基準はチッソ 20，-.，25kg， リンサン

20"""25kg， カリ lS""""20kg(反当成木園〉で，農協配

合肥料の設計は別表のとおりである。

石灰類の施用

ゐ芝f!苦土石灰 クリンマグ

PH4.5以下 PH4.6以上

1 月 ~2 月 150kg 100kg 

8 月 ~9 月 100 80 

250 180 

2. みかんの着色

市場側から，色のうすいみかんの

混入が多いと指摘されたので，その

対策として昭和44年から，みかんの

樹形改造を行っている。成園のほと

んどが密植状態となり，受光が遮ぎ

られるために，みかんの色がうすく

なっていた内樹高を短縮し，主校，

亜主校級の大きい校の数をへらし，

結果部位を下げるようにした。

このことは，色のうすいみかん対

策だけでなく，採取，摘果等の作業

を容易にし，人件費の節減・小中型農機具の導入

が可能になり，みかんの品質向上と生産費の低減

をねらって実施しているラ

以上，伊木力みかんの概要を紹介し，銘柄確立

のため努力している 2，3の点について述べた

が，参考になれば幸いである。

老手成H巴 1木そ子 老手成E巴 3木そ子 老手成H巴 4木そ子 備 考-

燐硝安加里
40% 

燐硝安加里
35% 燐硝S安加里 34% 泰肥 1号

S 226 S 811 552 成分
くみあい

15 熔 燐 8 
くみあい

12 9: 7 : 6.5 
有 機 有 機

10 a当施用量

グアノ 10 研』 力日 7 佑 料i 17 7 袋

春肥 3号

魚 粕 20 グ アノ 15 菜種粁l 20 成 分

9.5: 9: 7 

菜種粕 15 魚 粕 10 1EJJZK Ib 力11 6 10 a当施用量

7 袋
菜税粕 15 J同Eo 粉 11 春肥 4号

成分
A円え 和世 10 8:8:7 

10 a当施用量
100 100 100 8 袋

く，昭和35年に斑点性の異状落葉が発生し，翌年

には完全落葉園が約 30haに及び全園の%は同様

の被害を生じた。

この原因は，強酸性によるマンガンの異状集積

で，多肥と，石灰を施用しないことによることが

明らかになり，当然みかんの品質も低下した。
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48年の農業総産出額

6兆 1，438億円

米の産出額は前年比 174%増

農林省は去る 7月23日， 48年の農業総産出額概算を発

表したが，これによると総額 6兆 1，438億円で，前年比

21.0% (1兆0，644億円〉の大巾な増加となった。伸び

率が20%をこえたのは昭和30年以来初めてである。

ここには耕種部門の動向について解説する。

〔耕種部門J48年の耕種部門の産出額は米，野菜，豆

類，いも類などの産出額が大巾に上回ったため， 21.5% 

(7，726億円〉増と記録的な伸びとなった。

米:産出額2兆0，964億円。前年比17.4%増〈構成比

34.1%) 

48年産米は政府買入価格が15.0%と大巾に引き上げら

れ，これが産出額増加の主因となった。また生産面にお

いても，作付面積はほぼ前年並みであったが，全国的に

生育初期から天候lこ恵まれ，作柄が良好(水稲作況指数

106)で10a当り収量は470kgと，過去の最高であった前

年の記録を更新し，収穫量が水陸稲合計で前年を25万ト

ン (2.1%)上回る1，214万トンとなった。

麦類:産出額257億円。前年比23.7%減(構成比O.4%) 

一貫して著しい減産を続けてきた麦類は， 48年では価

格がかなり (12.0%高〉上昇したものの，産出額が前年

比23.7%も著減し，わずかに 257億円と40年当時の約M

にすぎなくなった。

豆類:産出額743億円。前年比30.1%増(構成比1.2%)

48年の豆類の生産については，大豆が主産地の北海道

で大巾に増反したのじ加え，作柄も良好であったが，都

府県で生産量が減退したことから，全国では前年並みと

なった。あずさ，いんげん豆は作柄が良かったがかなり

減反し，落花生の作柄不良も影響して，豆類全体の生産

量は前年比11.0%の減少となった。しかし価格面では，

大豆をはじめとして一般に値上りが大きぐ(豆類平均で

は48.6%高〉このため産出額は前年比30.1%増加し，こ

れまでの最高の伸び率となった。

いも類:産出額1，164億円。前年比 52.4%増(構成比

1.9%) 

かんしょは作柄が良好であったものの，主産地の九州

と 恥か・ 学 昭和49年8月 1日

をはじめ全国的な減反が影響し，生産量は前年を20.4沼

下回ったが，価格の著しい上昇(加工用43.2%高，食用

120. 7形高〉に支えられて産出額は前年よ1::..34.0%増加し

た。

馬鈴しょは，主産地の北海道で作付が増え，作柄も良

好であったが，都府県の減反が影響して，生産量は前年

比 4.1彪の減少となった。しかし価格の高騰から産出額

は63.9%増となった。

野菜:産出額 1兆1，315億円。前年比37.5%増(構成

比18.4%) 

48年の野菜の著増は，価格の大巾な上昇に負うもので

あった。すなわち48年産の果菜類では，すいか，温室メ

ロン，いちご，ピーマンなどの生産量は増加したが，き

ゅうり，なす， トマトなどの減産もあって，全体の生産

量は前年をわずかに上回り，価格は19.1%高となった。

また葉茎菜類，根菜類では，きゃべっ，ほうれん草，

ねぎ，大根，人参，さといもなど秋冬期露地野菜を中心

に作付減や干ばつ等により減産し，一方，価格は大巾に

上昇し，それぞれ92.8%高， 64.1%高となり，産出額を

著増させることになった。

t 果‘実1.:'，産出額'4t日6億悶。ー前年北、t2'.9%:I:J首じ構成比7..6

彪〉

前年はみかん価格の暴落により伸びの低かった果実の

産出額は， 48年はみかんの価格が持ち直し，前年比12.9

%の増加となった。

48年産果実は，みかんが結果樹面積が微増と気象条件

にも恵まれたものの，裏年にあたったため，生産量で

339万トンと大豊作であった前年の5.0%減となったが，

なつ柑，梨，桃などの作柄が良かったため，全体の生産

量は2.29ぢ増加した。

これに対して価格は，みかんが暴落した前年に比べ

26.9%高となった反面，なつ柑，柿などの価格は下落し

たが，果実全体では 9.5必の上昇となり産出額の増加に

寄与した。

工芸作物:産出額2，879億円。前年比17.8%増〈構成

比4.79ぢ〉

工芸作物の生産量は，なたね，いなどの減産があった

が，てんさ L、p 茶，たばこなどの作柄が良くて，全体で

は前年より 2.8%増加した。

これに加えて，価格面で、は茶が前年に比べ低めとなっ

たほかは，こんにゃくいも，たばこ，いなどが堅調に推

移し，工芸作物全体で13.2%高となったため，産出額は

17.8%増加し，前年に続いて大きな伸びを記録した。



昭和49年 8月 ll::t 農 業
1・Hお咽-ι三と三 二 今-三ーご二、~主主';":.• :~主=よ士 一 一一、=ー 二--~二ニ与ー士一ニ一一. 二ー，二 今二三二一 ーヶーで工一三三 字二一

主 叫
半
a

ヰ介川
a

第三種郵便物認可 (13) 尚子

生産環境の悪化に堪えながら

酪農ひと筋に取組む人たち

~宮崎県都城市の酪農家たち~

河見泰成

2年前描かれた理想図が

h もう崩れかけようと Lている

去る47年10月，農林省から「農産物需給の展望と生産

目標の試案」が公表されたことをご存知でしょう。その

中の「需要と生産の概括的展望」の項に，次のように書

いであります。

"わが国の農産物需要は，国民所得水準の向上に伴っ

て引き続き高度化，多様化しつ勺増大を続けている。す

なわち国民の食生活において澱粉質食品の比重が低下ぜ

い動物性食品，野菜，果実等の増大としづ質的変化が

著しい。

"また，個別品目の消費の変化については， 35年度と

45年度との間で 1人当たり消費量は，穀類は減少し特

に米は45年度には35年度の82.8%に当たる95.1kgになっ

ている。"

R電畜産物はその増加がめざましく， 牛乳・乳製品が

2. 3倍，肉類が3.4倍， 鶏卵2.4倍となっている。 また野

菜は1.2倍，果実1.7倍に増加している。(中略〉このよ

う主食料需要の高度化・多様化の傾向は，国民所得水準

の向上とともに，今後も持続するものとみられる。"

とし， 1人当たり消費量は， 45年度から57年度(目標

年度〉にかけて， 牛乳・乳製品， 肉類はそれぞれ約1.5

倍と2.0倍，果実は1.4倍に増加すると，澱粉食品である

米の減少をよそに，牛乳・乳製品や肉類の消費量が増大

することをうたいあげております。

ところがあれから 2年後の今年末までに， 51年を初年

度とし60年を目標年度に収農産物の需給見通し"を見直

す必要があろうということに，農政の方針が転換するこ

とになります。理由はし 1ろいろあ iりますけど，単的に云

えば， 吠食生活の西欧化には限界があり，やはり米食に

依存するわが国独自の食生活パターンが今後も続く

からということらしいです。

なるほど， 47年10月公表さ科た資料の冒頭には， 勺土

しがきに述べられているよう，な考え方と，前提のもとで

作成したものであって，農業生産の計画を示すものでは

ない。"から "これらの数値を見る場合には，以上の

点を考慮、に入れる必要がある。 "ιいうイ旦書がついてお

ります!。

"、

公表する側ーすなわち原案策定者(この場合もちろん

農林省ですが一。〉として，これは当然すぎる配慮です。

しかし，農政或は農業の基本方針と云うものは，農林省

自らを納得させるためのものではなくて，あくまで、も農

業者のためのものであるべきだι思います。

或は独断に過ぎるかも知れませんが，当局の折角のご

配慮、にも不均，あの資料が公表された以後，全国少から

ぬ数の酪農・畜産農家が，自分の経営方針を，あの「農

産物需給の展望と生産問、票の試案」を参考lこ検討L直し

たと思いますが，どうお考えですか?

私達はそうしづ酪農・畜産農家に対して， "あの資料

に記載されている収条件"を鵜呑〈うのみ〉にしたから

し、けないのですよ-一。"と難詰する資格はないι思いま

す。その規模の大ノトにかかわらず，経営は経営であって

紙とペンさえあればJ住進じ得るような作業ではないから

です。

2年前に予見された「農業の理想図J も，やがてはか

なくも消え去ろうとしています。のみならず， 1月 1日

現在の総農家数(沖純県を除く〉は502万7，000戸で，前

年より1.4% (7万3，000戸〉減ったと云われます。ま

た，農業就業人口も801万8，000人で，前年より 5.5%(40

万9，000人〉 も減ったというニューズを聞くにつけ， ど

ちらかと云えば楽天家の私も，この頃と角憂うつをかこ

ち勝ちなのです。

私が描いたイメージ通リ

落付いた街・都城市

こんな感慨を抱きながら去る 7月15日の朝， 日豊線宮

崎駅に着きました。用件というのは，これから車で都城

市へ行き都城市農業協同組合と，管内の何人かの酪農家

を訪問して，飼料作物の肥培管理について取材かたが

た，酪農家の心構えなどを伺おうという i訳なのです。

前夜来車窓を激しく叩¥¥ていた雨は，佐伯駅(大分県)

を過ぎる頃には，やや不安定ながら青空が見えはじめ，

宮崎駅に着いたときは収晴れ男"の到着にふさわしい，

しかも春からーっ気に盛夏に突入したようなカンカン照

りです。

宮崎駅頭にはチッソ旭肥料(株〉延岡出張所の染谷さ

んが出迎えて呉れました。宮崎市近郊?の新富町lこハウ
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ス栽培の果菜類を取材したのを，つい最近のことと思っ (かも〉し出すのでしょうか，落ち着きのある肌合いの

ていましたが，あれは確か47年秋のことですから，足か 街でした。島津支藩の城下町であった関係で，宮崎県内

け3年になる訳で，時の経過の早いのに我ながらびっく にありながら，ここだけが鹿児島弁だということなど，

りしました。 この街の個性を押出していると思います。

小休止の後，私達は宮崎をあとに代道はよくありませ 農協販売高の70%以上が

んが，こちらの方が遥かに近いので・・・。"と染谷さんが 酪農・畜産部門で占める

説明される国道10号線を一路，都城市を目指しました。 染谷さんについて農協の事務所に入る。明るい南国の

宮崎市街をあとに暫らくの間は晴れて快的なドライブ 陽指(ひざし〉のもと，折からの農繁期を迎え皆さん何

を楽しんでいたのですが，次第に山あいに入って行く かと忙しい時間を割¥¥て頂いて，農産課の野崎一夫課

と，あたりが暗くなって，やがてお互いの戸が聞えなく 長，畜産課の吉川一信課長，全課酪農係の椎木秀雄係長，

なるようなドシャ降り。山の中で(しかも気まぐれな今 益留徹主任の皆さんからいろいろ伺¥¥ました。(野崎，

年の梅雨は，あちこちに大きな瓜アトを残していました 椎木さんらは，子離せぬ所用があるとかで途中他出され

し一。〉のこうしづ経験は，これまでの取材旅行中はじ ました。〉

めてなので(実はテレヴィで放映される河川の氾濫や山 "当農協管内の酪農は26年頃， rl]が勧奨したのが最初

崩れのシーンが浮んできて・ー。〉都会育ちの私は実はド で， 30年か， 32年頃から農協がいろいろの制度資金を貸

キドキしていたのです。 付けるようになって，今日に至っとるのです。今日では

幸い対向車も，前後にも

車がなかったので，幾らか

気は楽でしたが，ワイパー

も殆んど役に立たなくなる

くらい降るのには弱りまし

た。ところが， 2分か 3分

都城市農業協同組合販売品取扱高(千円〉

年 次 米 園芸特産 i微粉 ~t 手し 鶏 日11 11リ 7ii 

44 739，949 113，048 240，885 333，756 189，262 535，939 2，152，839 
45 656，279 179，728 175，719 399，058 252，138 648，463 2，311，385 
46 498，502 177，788 204，787 456，501 327，730 989，401 2，654，709 
47 679，511 177，950 181，458 526，490 334，421 1，358，982 3，258，812 
48 1，011，760 234，636 113，894 631，169 451，695 2，318，675 4，761，829 
49 973，411 262，329 125，580 761，705 641，070 2，865，808 5，629，903 

も続いたかと思うと，サッ 49年度は計画

と雨が上がり，青空がのぞいたと思うと，今度はまた馬

の脊を割るようなドシャ降り・ーの繰り返えし。

山間部を抜けて平野部に来ると，だいぶ安定的で，雨

雲はいま通ってきた山なみの中腹あたりに見えるだけ

で，カッと陽光が照りつけてきました。 収もうすぐで

す…。"と染谷さんに声をかけられ，気がつくと，私達

は雨にあらわれですがすがしい都城に入っており，ほど

なく都城市農業協同組合(上川東3丁目〉に着きました。

私はかねて都城〈みやこのじよう〉と

しづ呼称から，自分なりに勝手に詩的な

イメージを描いて，あこがれに似た感じ

を持っていましたが，ここはかつて島津

支藩の城下町であったこと，また戦前も

連隊があったように，現在でも自衛隊が

駐とんする軍都であるということが醸

トウモロコシの施肥設計

宮崎県下では第 4位，九州、|管内で第 8位に位置付けされ

るまでになった次第です。"

吹元来，いや今でもこの辺は農業地で，米，里芋，ゴ

ボウ，食用甘藷，その他若干の加工野菜，或は施設野菜

などの園芸作物のほか，養蚕，花木など栽培しとります

が，酪農・畜産がどういうウェイ卜を占めとるか，当農

協の販売品の取扱高をまとめますと一"

と示された数字を整理しますとこの表のようになりま

都城市農業協同組合購買品取扱高(千円〉

年 次 生 活|施 設 機械燃料 農 産 音. 産

44 60，059 175，537 249，572 481，500 966，668 
45 68，454 300，351 270，532 693，840 1，333，177 
46 82，662 425，489 279，696 872，507 1，660，354 
47 

円 305|…501，990 295，276 1，192，063 2，280，252 
48 109，404 I 236，686 871，142 354，610 1，793，696 3，365，538 
49 144，470 I 305，700 880，336 405，000 2，504，373 4，239，879 

肥料名 荷姿
施 JJE 量

目標収量
基肥 追肥

燐硝安加里 1号 20kg 60kg 

熔 燐 20 60 
桂 カ lレ 20 120 8，000kg 
堆 月巴 2，000 

N K 68 号 20 (54葉Okg期)

成分量 N15.4 P21.0 K14.4 

49年度は計踊

ソルゴーの施肥設計

肥料名 荷 姿
施肥量

基肥追肥 1 追肥 2 追肥 3

燐硝安加里 1号 20kg 60kg 

熔 燐 20 60 
桂 カ /レ 20 120 

1佐
や

肥 2，0(1，0 
N K 68 号 20 20kg 20kg 20kg 

成分量 N18.6 P21.0 K18.'O 



昭和49年 8月1日 農 業 と
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す。 また48年度の構成は畜産71.4箔〈肉畜48..6%， 卵

9.5%，生乳13.3%) に対し農産28.6% (米21.3%，園

芸特産4.9%，.澱粉2.4%) となっていて，酪農・畜産関

係の急激な伸びがハッキリ判ります。

この傾向は農協の購買品の取扱状況にも強く出ており

ます。表をご覧下さい。

これでも判るように，やはり酪農・畜産関係のウェイ

トが大きく，たとえば48年度の実績を見ますと，酪農・

畜産53.3%(濃厚飼料90%，作物種子10%)に対し機械

燃料25.9%，農産10.6%(肥料と農薬〉施設7.0%，生

活 3.2労となっております。つまり都城市農協の経営基

盤は文字通り，酪農・畜産の上に成立っていることがよ

く判ると思います“

ーだが，年々目立つ

過疎化現象の増加傾向

"当農協管内の酪農家は49年度現在 250戸，牛乳飼養

数は3 ， 300頭〈うち成育2 ， 500頭で，この70~80%が搾乳

牛〉で， 48年のそれに比べると，頭数ζそ80頭増えちよ

りますが，戸数は逆に30戸も減っとります。それどごろ

か， 47年の酪農家戸数は 365戸でしたから，通算すると

この 2年間で 115戸が酪農経営を放棄したことになる訳

です・1 あとで現地へ行かれたとき，どこかでこの点に

ついて耳にされると思いますが"

この話を聞いたとき私は何か肌寒い感じがして参りま

した。一般農産資材の値上りはとも角として，殆んど 2

倍近い配合飼料価格の高騰は，まだ底の浅いわが国の酪

農・畜産農家の経営に，正に致命的と云っても良L、ほど

の痛打をあびせました。いわゆる「原料高の製品安」か

ら何時になったら脱却できるかその見通しも容易にたて

難し、し，第一，米のように強固な保償の裏付けがない。

とすれば沢次第に過疎化現象が目立つのも無理がないと

です。"ということになる訳です。

それでも，酪農家の泌は専業で， 36の振興班によるガ

ッチリ固めた組織と，酪青研〈酪農青年研究会〉に拠る

後継者を含む青年達が活発に動いているのです。この動

揺期に酪青研の皆さんが今後どう対処して行くか注目さ

れます。

振興班;これは正式には都城市農業協組合振興会の第

イタリアンライグラスの施肥設計

肥料名 荷姿
施肥量

基肥追肥1 追肥 2 追肥 3

燐硝安加里 1号 20kg 60kg 

熔 .燐 20 60 

石3_~ カ Jレ 20 120 

:ttK 1巴 2，000 

N K 68 号 20 20kg 20kg 20kg 

成分量 N18.6 P21.0 目K18.0

平手 戸u.

c:r 第三種郵便物認可 (15) 

何班と云うことになるのでしょうが， 5つの支所(中

央，五十市，祝吉，沖水，志和池〉に所属しており， 1 

班は 7"""3名で構成されていて班ごとに業務が処理され

るようになっています。このほか部落座談会を適宜開催

したり，年に 4"""5回班長会を開くことになっているそ

うです。

なお毎日集荷された牛乳は市乳向，給食用向，県外

向，加工用向けに区分され出荷されます。市乳向けは雪

印乳業だそうです。

飼料作物の栽培と肥料:酪農・畜産に配合飼料は欠か

せない資材ですが，これだけに頼っていては経営的にも

生理的に問題があるので，一般に飼料の 6割程度を飼料

作物で給餌するのが普通です。そこでこの都城市一帯で、

も春夏作にはトウモロコシ，ソルゴーを，また秋冬作と

Lてカプイイタリアンライグラスなどを播種しておりま

す。

燐硝安加盟 1号を主体とした施肥設計は，別掲の表を

見て頂くとして，栽培概要を示すと次の通りです。

1. トウモロコシ:青刈用=①品種県奨励品種，②

播種量 5 kg/10 a ，①播種期 4月上旬，④栽植密度

60cm/条，⑤ナック粒 3 kg/10 a，本葉 3"""4葉期

サイレージ用=①品種 同前，②播種量 3kg/10a， 

①播種期 4月上旬，①栽植密度 75cm x25cm 5月下

旬 2本立，①ナッグ粒 3 kg/l0 a，本葉 3""4葉期

2. ソルゴー:①品種交雑種，②搭種量 3kg/10a， 

①播種期 4月下旬"""5月中旬，①栽植密度 60cm条

追肥第 1回播種40日目 第2回以降は刈取後

3. イタリアンライグラス:①播種期 8月下旬"""9月

下旬，②播種量 3 kg/l0 a，①播種法 散播，追肥

1回目 播種後30""50日 2回目は刈取後

4. カプ〉①播種期 8月下旬.......9月上旬，①播種量

O. 3kg/10 a，①播種法 60cm条，①間引き 1回目

発芽後10日 2回目同30日，追肥 1回.......2四日間引

後， 2回目搭種後60目前後株間20""25cmにする。

なおこの頃ではローズグラスその他も播種する場合が

あるようで、す。

燐硝安加里が施肥設計に組み入れられたのは，去る38

年頃と云われていますが，飼料作物栽培に取入れられる

カブの施肥設計

肥 料 名 1¥ij 姿
施肥量

しペ
基 1I巴追肥 1 追肥 2 追肥3

燐硝安加里 1号( 20kg 60kg 

熔 燐 20 60 

程在 カ ノレ 20 120 

3住 肥 2，000 

N K 68 号 20 20kg 20kg 

成分量 N 15:4 P21.0 K14.4 
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ようになってから消費量が急速に伸びて，現在，宮崎県 中村さんの畑はとうもろこ

内向け燐硝安加里の約 4割が，都城市およびその周辺に しと立類(品種は聞きもらし

出荷されているそうです。 た。〉との混播。帰農との取

市農協での話は一応終って午後 3時過ぎ，畜産課の益 組みは昭和28年，貸与乳'j~. 1 

留徹さんに先導をお原品、して私達は，都城市大根田部落 頭の経営から始まったのだそ

の米長一美さんと福留利盛さんの，隣り合ったとうもろ うです。中村さんの経邑のI(i:

こし畑を訪れました。 も特長的な点は，その"{[:::主

米長さんは昭和27年から， 的"な点にあります。各自の

立ζ221ta.. 也 む?;:ーコ;;;;
す。去い合わしたように，

"ちょっと天候が不111ftじ申っ

たので，育ちはええとは云え

んとですが つこと肥料に付

ては，農協の方針通りやっと

るで問題ないですよ υ(お互い

に肯ずさ合う。〉それより t，

政府は酪農・畜産に対しでも

っとハッキリ方針を決めて貰
政府の酪農対策確立

を要望する米長さん

つというように。) 1日の仕

事は 5時に終え，あとに残さ

水田放棄をなげく

中村さんの奥さん

水
田
あ
と
地
は
物
云

わ
ね
と
も

わんことにや，とてもやり切れんですっと云うて・" ないこと。 1ヶ月遅れで，毎月25日に乳代が農協から入

米長さんも福留さんt，酷農はやり貫くと力強く語り 金するので，その LIを月給日とし l人の就業者(1+1付

ました。なお福留さんの畑は さん，奥さん，息子さんとおじいさんの 4人〕に給料を

とうもろこし単播C4 )J指)， 支払うと L寸段取りですっ "ここも，つい最近まで水田

米長さんの畑l土とうもろこし じゃった所で内そっ 3aありますが..とうか使って

とソルゴーの混播で，これは 下さらんか?"と ζ うて農業から離れて行かれる)jが，

乳牛の栄養を考えてのことだ この頃だいぶ目だつようになったとですー・"と奥さんっ

そうです。 帰えりざわお目にかかったこ七人1:):， ..燐硝安加里と

このあと私達l土r，l.Jj<.部活に Lづ肥料は，粒状になっとろし，機械まきには非常に適

ある中村勝美さんのお宅を rj方 してると思いますっまたその肥ガJの点 L中分ないと思い

れましたが，時友IJはちょうど ますなあ 。"と燐的安加里の肥引Jについて語っておられ

4時。夕方の搾乳の時間lこぶ たが，別掲の水凹あと地の写真は何かを訴えているよう

後継者に恵まれた

福留さん

つかったので， wご無礼じゃ

が家内とご一緒して下さらん

か"と云うことで，奥さんのご案内で畑へー・。

米長さんのとうもろこ

し畑〈ソルゴーとの混播〕

福留さんのとうも

ろこし畑〈単播〕

に思えてなりませんでしたっ

あとがき 長かったことしの悔雨もようやく上つ

て，やっと夏らしい陽ざしが照りつけ

るようになりましたつが，とうやら東北方面の水稲

には，やはり懸念された葉い Lちの多発が報ぜられ

ております。

アメリカの大豆輸出規制，石油ショック以後，日

本は何もかも変りましたっ農業も 2年前に固かれた

57年の生産指標がここで変ろうとしている。いや変

えなければいけないような状態になろうとしていま

す。この重要な時期をどうかお元気に活動されます

ようお祈り致します。 (K生〉


